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１．組織の概要

（１） 事業者名および代表者名

株式会社緑風造園

代表取締役　堤　貴康

（２） 所在地

本社　　　愛知県岡崎市大樹寺２丁目１５番地１

資材置場 愛知県東阿知和町字北山９１番

（３） 環境管理責任者氏名及び担当連絡先

環境管理責任者　代表取締役　堤　貴康

担当者　　　　　　　　　　　　　　吉田　美香

連絡先　　TEL：0564-21-9278　　　　　FAX：0564-21-9002

ホームページ　https://ryokufu-z.com

（４） 事業活動の概要

造園、及び緑化事業の請負、設計、施工、並びに監理

（５） 事業の規模

法人設立年月日　　：　1992年８月３日

資本金　　　　　　：　10,000千円

売上高　　　　　　：　135,895千円（2022年度）

従業員　　　　　　：　９名（2023年4月）

延べ床面積　　　　：　401.89㎡

（６） 事業年度

６月～５月

２．　認証・登録の対象範囲

対象組織　　　　　 株式会社緑風造園

本社

資材置場

対象活動 造園、及び緑化事業の請負、設計、施工、並びに監理
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代表者

代表取締役　堤　貴康

環境管理責任者

代表取締役　堤　貴康

　代表者 ・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営方針の策定

・実施体制の構築

・環境管理責任者の任命

・資源（人員・設備・費用等）の準備

・代表者による全体評価と見直し

　環境管理責任者 ・環境経営システムを構築・運用・維持し、その状況を

代表者に報告

・外部からの苦情等の受付と必要な対応および結果の記録

・環境活動レポートの作成

　事務局 ・文書類の作成、管理

・環境経営目標および環境経営計画の実施状況確認

　部門長 ・自部門の環境経営システムの実施

・自部門の環境経営目標及び環境経営計画の運営管理

　全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性の自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

担当 役割・責任・権限

２．実施体制
作成日：2019年８月８日

作成者：吉田　美香

承認者：  堤 　貴康

ＥＡ２１事務局

事務所 造園現場

２



《基本理念》

　当社は、造園・土木一式工事業の事業活動において、環境に影響する業務が

あることを認識し、自主的・積極的に環境保全に取り組み、持続可能な豊かな

社会を目指して、総ての事業活動を通じて地球環境全体に貢献します。

《行動方針》

１．環境関連法規則や当社が合意するその他の要求事項を遵守します。

２．次の事項について環境経営目標・環境経営計画を定め継続的な改善に

　　努めます。

　①電力及び化石燃料の省エネルギーを推進し、二酸化炭素の排出量を削減します。

　②分別の徹底・リサイクルの推進に努め廃棄物排出量を削減します。

　③節水に努め、水の使用量を削減します。

　④化学物質の適正な管理に努めます。

　⑤環境に配慮した製品の提供に努めます。

　⑥地域貢献活動を積極的に行います。

３．本方針を全従業員に周知徹底します。

　　制定日　　２０１９年８月８日

株式会社緑風造園

　代表取締役　堤　貴康

３．環 境 経 営 方 針
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４．環境経営目標（2022年度～2024年度）
　　　作成日：2022年6月28日

　　　作成者：吉田　美香

　※環境目標は直近４年間の実績データ（2018、2019、2020、2021年）の実績値ベースを基に

目標を設定しました。

　　　

担当部署 単位 基準年度 年度目標

※直近4年間
の実績値
ベース

2022年度 2023年度 2024年度

全社 ㎏－CO2  1％削減 2%削減 3%削減

48,170 47,688 47,207 46,725

㎏－CO2  1％削減 2%削減 3%削減

/百万円 354.45 350.91 347.36 343.82

事務所 電力使用量の削減 kWｈ 1％削減 2%削減 3%削減

14,900 14,751 14,602 14,453

ガソリン使用量の削減 Ⅼ 1％削減 2%削減 3%削減

7,600 7,524 7,448 7,372

灯油使用量の削減 Ⅼ 1％削減 2%削減 3%削減

1,500 1,485 1,470 1,455

現場 軽油使用量の削減 Ⅼ 1％削減 2%削減 3%削減

8,200 8,118 8,036 7,954

事務所 一般廃棄物の削減 ㎏ 1％削減 2%削減 3%削減

（可燃ごみ）※ 73 72 72 71

事務所 水使用量の削減 ㎥ 1％削減 2%削減 3%削減

560 554 549 543

事務所 化学物質の適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

現場 ①現場乗り合わせ 件数 全件 全件 全件 全件

件数 全件 全件 全件 全件

件数 全件 全件 全件 全件

社会貢献 事務所 事業所周辺の清掃実施 件/月 15回/月 15回/月 15回/月 15回/月

河川美化活動参加 回/年 2回/年 2回/年 2回/年 2回/年

・電力の二酸化炭素排出係数は、2020年度中部電力の調整後排出係数（0.379㎏‐CO2  /kwh)

を使用する。

・地下水の使用があるが、計量メーターがないため目標としないが削減の取組を行う。

※剪定枝は仕事量に比例するため削減対象にはしない。事務所のごみのみ対象とする。

廃棄物排出量の
削減

年度＝6月～翌5月

環境方針 環境目標事項

二酸化炭素排出
量の削減

二酸化炭素排出量の
削減

水使用量の削減

化学物質の適正
管理

環境に配慮した施
工の推進

②排ガス・低騒音型重機
の使用

③工程管理による効率
化
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５．環境経営計画
　　　　　　対象期間：2022年6月～2023年5月

作成日：　2022年6月1日 作成者：　吉田　美香

事務所

エコドライブの実施

効率的なルートで運用

ウォームビズの推進 事務所

エコドライブの実施 現場

効率的なルートで運用

重機の省燃費運転

分別を徹底する 事務所

コピー用紙の削減

（両面コピー、裏紙利用）

節水シールの貼り付け 現場

化学物質の購入量管理 事務所

SDSの収集

現場乗り合わせ 現場

排ガス・低騒音型重機の使用

工程管理による効率化

事業所周辺の清掃実施 事務所

河川美化活動参加

化学物質の適正管理

環境に配慮した施工の推進

社会貢献

ガソリン使用量の削減

事務所・現場

灯油使用量の削減

軽油使用量の削減

一般廃棄物の削減

水使用量の削減
手洗い、道具洗浄、洗車時の節水の徹底

水道配管からの漏水を定期チェックする（年1回）

環境目標項目 取組内容 担当部門（担当者）

電力使用量の削減

冷暖房の温度管理の徹底（夏：28度　冬：20度）

不要照明の消灯（始業前、休憩時、未使用部屋、トイレ等）

空調機のフィルターを清掃する（2回/年：11月、5月）

不使用のOA機器電源OFF、節電モードの徹底

クールビズ、ウォームビズの推進

終業時の電気機器の電源OFF（待機電力カット）

５



６．環境経営目標の実績（2022年度）
　　　作成日：2023年6月10日

　　　作成者：吉田　美香

単位 基準年度 目標 実績 達成度 評　価

※直近4年間の
実績値ベース ％

㎏－CO2  1％削減 ×：未達成　

48,170 47,688 54,260 88

㎏－CO2  1％削減 ×：未達成　

/百万円 354.45 350.91 399.26 89

kWｈ 1％削減 △：未達成　

14,900 14,751 15,776 94

Ⅼ 1％削減 ×：未達成　

7,600 7,524 9,263 81 車両台数増による要因

灯油使用量の削減 Ⅼ 1％削減 〇：達成

1,500 1,485 1,392 107

軽油使用量の削減 Ⅼ 1％削減 △：未達成　

8,200 8,118 9,041 90 パッカー車稼働増による要因

㎏ 1％削減 △：未達成　

73 72 73 99

㎥ 1％削減 〇：達成

560 554 426 130

適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 － 〇：達成

件数 全件 全件 全件 － 〇：達成

件数 全件 全件 全件 －

件数 全件 全件 全件 －

社会貢献 事業所周辺の清
掃実施 件/月 15回/月 15回/月 15回/月 － 〇：達成

河川美化活動参
加 回/年 2回/年 2回/年 1回/年 －

・電力の二酸化炭素排出係数は、2020年度中部電力の調整後排出係数（0.379㎏‐CO2  /kwh)

を使用する。

・地下水の使用があるが、計量メーターがないため目標としないが削減の取組を行う。

※剪定枝は仕事量に比例するため削減対象にはしない。事務所のごみのみ対象とする。

廃棄物排出量の削
減※

目標項目

2022年度

二酸化炭素排出量
の削減

電力使用量の削減

ガソリン使用量の
削減

水使用量の削減

化学物質の適正管
理

環境に配慮した施
工の推進

河川美化活動日は所用のた
め欠席。地域学区公園清掃
活動に参加した。

　評価 　： 〇：100%以上　　　△：90％以上　　　×：90％未満　　（目標÷実績×100％）

６



７．環境経営計画の取組結果と評価、今後の取組み

電力使用量の削減 環境経営目標達成状況：未達成

冷暖房の温度管理の徹底（夏：28度　冬：20度） 〇 取組を継続する。

〇 目標に対しては未達成であり、ムダな電気の使用を控えるよう

再徹底を図る。

空調機のフィルターを清掃する（2回/年） 〇

不使用のOA機器電源OFF、節電モードの徹底 〇

クールビズ、ウォームビズの推進 〇

終業時の電気機器の電源OFF（待機電力カット） 〇

ガソリン使用量の削減 環境経営目標達成状況：達成

エコドライブの実施 〇 取組を継続する。

効率的なルートで運用 〇

灯油使用量の削減 環境経営目標達成状況：未達成

ウォームビズの推進 〇 取組を継続する。

軽油使用量の削減 環境経営目標達成状況：未達成

エコドライブの実施 〇
市外の業務が増加（前年比）およびパッカー車稼働が増したため、未
達成となった。

効率的なルートで運用 〇 取組みは継続する。

重機の省燃費運転 〇

一般廃棄物の削減 環境経営目標達成状況：達成

分別を徹底する 〇 取組を継続する。

コピー用紙の削減（両面コピー、裏紙利用） 〇

水使用量の削減 環境経営目標達成状況：未達成

節水シールの貼り付け 〇 常に節水の意識をもって行動することとし、取組を継続する。

手洗い、道具洗浄、洗車時の節水の徹底 〇

水道配管からの漏水を定期チェックする（年1回） 〇

化学物質の適正管理 環境経営目標達成状況：達成

化学物質の購入量管理 〇 取組を継続する。

SDSの収集 〇

環境に配慮した施工の推進 環境経営目標達成状況：達成
現場乗り合わせ 〇 取組を継続する。

排ガス・低騒音型重機の使用 〇

工程管理による効率化 〇

社会貢献 環境経営目標達成状況：達成

事業所周辺の清掃実施 〇 取組を継続する。

河川美化活動参加 △

〇実施できた　△十分とはいえなかった　×不十分であった

環境経営計画 実施状況 取組の結果・評価及び次年度の取組内容

不要照明の消灯（始業前、休憩時、未使用部屋、トイレ
等）

７



＜　法令・条令一覧と遵守項目　＞ 　　　確認日：2023年6月14日

　　　確認者：吉田　美香

廃棄物処理法 廃棄物の適正分別と保管場所の確保 適正分別と保管場所の掲示

産業廃棄物の適正管理（収集運搬、処理業者 委託契約書

への委託）

産業廃棄物管理表（マニフェスト）の交付と マニフェスト管理と５年間

期限内処理の確認 保管

管理票交付状況の県知事への年度報告 管理票交付状況報告書

（６月30日期限）

産業廃棄物処理業者の処理能力の確認 確認記録（１回／年）

（愛知県民条令）

特定製品の修理、廃棄時のフロン回収登録 修理、廃棄時フロン回収

業者への委託　　　エアコンの点検 登録業者へ委託

愛知県民の生活 自動車の駐停車時のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの従業員 従業員への教育指導

環境保全条例 への指導 ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ表示の掲示

使用済特定家電の引取業者への適正な引渡し 冷蔵庫、テレビ、エアコン等

のリサイクル料金支払い

自動車リサイクル法 使用済自動車の引取業者への適正な引渡し 社用車のリサイクル券 該当なし

農薬取締法 農薬使用基準の順守（無登録農薬の使用禁止、 農薬使用基準の遵守

ラベルに記載された使用条件の順守）

消防法 延面積150㎡以上の建物 消火器の設置 遵守

〈　環境関連法規への違反、訴訟等の有無　〉

　環境関連法規への遵守状況について、確認・評価したところ、すべて適合しており、また過去

３年間に於ける環境に関する違反、苦情、訴訟等の指摘もありませんでした。

遵守

８．環境関連法規等の遵守状況の確認・評価結果と違反、訴訟等の有無

適用法令等 該当する規制 遵守項目 遵守状況

遵守

フロン排出抑制法 遵守

遵守

家電リサイクル法 該当なし
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１．見直しに必要な情報

１ 環境経営目標の達成状況

２ 環境経営計画の実施及び運用結果 環境活動計画は実施できた。

３ 環境法令等の遵守状況 環境関連法令等は遵守されている。

４ 外部からの環境に関する苦情や要望等 外部からの苦情や要望はなし。

５ 前回の指示への取組結果 指示はなかった。

２．変更の必要性

項目 変更の必要性 変更「有」の場合の指示事項

１ 環境経営方針 有 無

２ 環境経営目標 有 無

３ 環境経営計画 有 無

４ 実施体制 有 無

３．総括：評価及び指示事項

・環境経営目標に対して一部の項目について環境経営目標を達成できなかった。

要因として市外の業務増加により車両の稼働率の向上、台数増があげられる。

このまま環境経営目標、環境経営計画を継続していく。

・エコアクション取組みが３年が経過し、従業員の環境に関する理解は確実に深まっている。

９．代表者の全体評価と見直し結果
2023年6月20日

代表者　　　堤　貴康

項　目 評価・コメント

ガソリン代・軽油使用量については、市外の業務
増加があった。燃費費について、朝礼時に従業
員に説明する機会を設け、削減意識の向上を
図っていく。

９


